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最初にお読みください

＜安全上のご注意＞
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死亡や重傷を負うおそれがある内容です。

傷害を負ったり、物的損害が発生するおそれがある内容です。

製品のご使用前に「安全上のご注意」をよくお読みいただき、製品を安全に正しくお使い
ください。誤った使い方に起因する危害や損害を防止するための重要な事項について記載
しています。

●誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を次のように分けて説明しています。

安全アース端子付製品は、アース線に接続することを示しています。

電源プラグをコンセントから抜くことを示しています。

指を挟まないよう注意を示しています。

回転物注意を示しています。

機器の転倒注意を示しています。

爆発注意を示しています。

発火注意を示しています。

高温になる部分、接触注意を示しています。

分解・改造禁止を示しています。

火気禁止を示しています。

濡れた手での接触禁止を示しています。

機器の水濡れ禁止を示しています。

感電注意を示しています。

接触禁止を示しています。

●本書や本体に使われている図記号の意味は、次の通りです。

「注意すること」を示しています。

「してはいけないこと」を示しています。

「必ず行うこと」を示しています。※

※　本書では、おもな使用場面ごとに分類しています。

※

※
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製品本体に異常が発生したときは、ただちに使用を中止して、電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、販売店、または
修理窓口へ連絡してください。

有機溶剤などの引火性物質をプレートに載せないでください。また、これらの
物質を本製品付近に放置しないでください。

引火・爆発するおそれがあり危険です。

例えば、おもな爆発性の物質としては、硝酸エステル、ニトロ化合物等、
引火性の物質としては、過酸化塩類、無機過酸化物、硝酸塩類、有機溶
剤等があります。

本製品のプレート温度は、最高３００℃近くまで上昇します。

運転中、試料が飛び散ることがあります。操作するときは、安全メガネや保
護手袋など、適切な保護具を着用してください。

熱交換口や本製品の穴に針金等を差し込まないでください。

感電の原因になります。

運転中や運転直後は、高温になる部分があります。本製品のプレートや外郭
に手を触れないでください。

設定温度によって高温になることがあり、火傷を負うおそれがあります。

濡れた手で、電源プラグに触れたり、スイッチ操作を行わないでください。

感電の原因になります。

本来の用途以外に使用しないでください。本製品は研究用途向けの商品です。
絶対に調理には使わないでください（研究用途のみに限ります）。

思わぬ事故の原因になります。

使用電源 ＡＣ １００Ｖ  

設置の際は必ず定格電源電圧、周波数、容量に合った単独のコンセントを使用
してください。分岐ソケットやテーブルタップは使用しないでください。

火災・感電の原因になります。

感電防止のため、必ずアース線を接地してください（アース端子付きコンセン
トを使用してください）。

爆発性・引火性のあるガス雰囲気中で本製品を使用しないでください。

スイッチの入り切りのときに火花が発生して、爆発・火災の原因になります。

本製品は、防爆仕様ではありません。

本製品の改造や分解をしないでください。

火災・感電の原因になります。

改造・分解が行われた場合は、保証の対象外となり、弊社は一切の責任
を負いかねます。
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本製品はマイクロコンピューターを使用しています。電気的なノイズの多い
場所では温度調節器が暴走して制御不能となり、大きな事故や故障の原因に
なります。

本製品のお手入れの際、周囲に付着した薬品、蒸気や粉じんを吸い込まない
でください。

健康を害するおそれがあります。

重量物のため、製品の設置（開梱）や移設時にケガをしないようご注意くだ
さい。

設置の際は、電源コードや電源プラグにほこりや水分が付着しないことを確認
してください。また、電源プラグは、奥までしっかり差し込んでグラつかない
ことを確認してください。

火災・感電の原因になります。

本体の質量　約１１．０ｋｇ

専門知識を有する人の指示のもとに本製品をご使用ください。

運転中は試料の状態を常時把握して、細心の注意を払ってください。

感電の原因になります。

本製品はヒーター機能を持った加熱商品です。未然の事故防止のため、ご使用
の際は必ず無人運転を避けてください。

雷が鳴り始めたら、すぐに電源を切ってください。

本製品は、局所高温実験を行うため理化学向けに開発された製品であり、連続
運転を想定していません。長時間運転・ 放置運転は、お控えください。

電源コードを傷つけないでください。

　・加工する　・無理に曲げる　・引っ張る　・束ねる　・ねじる

　・重いものを載せる　・熱器具に近づける　・挟み込む

電源コードが破損して、火災・感電の原因になります。

試料の発火点を超える加熱を行わないでください。

火災の原因になります。
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樹脂等の可燃物を加熱した場合、設定温度によっては、融解して、発火する
おそれがあります。

プレートを下や横に向けて使用しないでください。

小さいお子様が触れたり、使用したりしないようにご注意ください。

運転中や運転直後、試料や容器に触れるときはご注意ください。

設定温度にご注意ください。

設定温度によっては、試料や容器が高温になり、火傷を負うおそれがあります。

火災・ケガ・火傷の原因になります。

お手入れの際は、電源スイッチを切って、電源プラグをコンセントから抜いて
ください。また、使用直後は高温になる部分があります。清掃、お手入れは、
温度が常温に戻った後に行ってください。

電源プラグの刃、および刃の取り付け面にホコリが付着していないか定期的に
確認して、ガタのないように刃の根元まで確実に差し込んでください。

ホコリが付着したり、接続が不完全な場合は、感電や火災の原因になります。

長期間使用しない場合には、絶縁劣化による感電や漏電火災が発生するおそれ
があるため、電源プラグをコンセントから抜いてください。

＜設置組立時のお願い＞

・結露するところ　・不安定なところ　・湿気の多いところ　

・水滴がかかるところ　・直射日光があたるところ　・火気、暖房器具の近く　

・暖房器具の熱が直接あたるところ　・振動の多いところ　・屋外　・傾斜地

製品の開口部は放熱のために塞がないでください。加熱、蓄熱による故障の原因に
なります。

屋内の水平で安定した場所に設置してください。

ホコリが少なく、風通しの良い場所に設置してください。また、使用時は室内の換
気を定期的に実施してください。

次のような場所への設置はしないでください。

製品の性能を維持するため、製品の左右、背面は約１００ｃｍ、天井からは約１００
ｃｍ以上のスペースを確保してください。
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＜使用上のお願い＞

製品を他装置へ組み込まないでください。

使用周囲温度は５～３５℃です。この範囲以外での運転は行わないでください。

製品を落下させたり、倒したり、強い衝撃を加えたりしないでください。

他の製品へ組み込んだり、本製品へ別の製品を組み込んだりした場合、安全性や性
能、セット機器破損等の保証はできません。

プレートの上に直接試料を載せて加熱しないでください。プレート損傷や劣化の原因に
なります。

耐荷重を超える試料をプレートに載せないでください。

耐荷重　約１５ｋｇ（プレート面積８０％への分布荷重）

定期的に換気を行ってください。有毒ガス発生のおそれがある場合、ドラフトなど適切
な換気設備を使用してください。腐食性雰囲気下など、ドラフト内での使用は製品の耐
久性を著しく損なうことがありますのでご注意ください。

運転中は本製品から目を離さないでください。試料を入れた容器内の液体（溶液）が蒸
発して、空焚きにならないようご注意ください。

実験中に飛び散った試料や薬液などは、すぐに拭き取ってください。本体内部に液体が
浸入したときは、使用を中止して、修理窓口へ点検をご依頼ください。

本製品は防水仕様ではありません。装置に水などをかけないでください。

試料を入れる容器を選定するときは、容量や耐熱性能などを十分ご検討ください。また、
製品のプレートをキズつけるような素材の容器は使用しないでください。

プレートにヒビ、キズ、腐食等の異常がある場合は、使用しないでください。

試料はスペースを空け、分散させてプレートに置いてください。試料が多すぎたり、偏っ
て置くと、温度制御が乱れる原因になります。

腐食性の試料を扱うときは、ご注意ください。

プレート表面や本体をアルミ箔などで覆わないでください。放熱が妨げられて、異常加
熱による故障の原因になります。

運転終了後は、電源スイッチを切った後、電源コードをコンセントから抜いてください。

運転終了後は、製品に付着した試料や薬品を必ず拭き取ってください。プレート面
に汚れが付着すると、設定した温度まで昇温できない場合があります。

ヒーターは、一定期間使用後に交換が必要な消耗部品です。ヒーターの劣化が原因で正常に動作

しなくなった場合は、販売店、または修理窓口へ連絡してください。
なお、交換周期は周囲温度、使用頻度など、諸条件によって異なります。

ヒーターの交換は、保証期間内であっても、保証対象外とさせていただきます。

●ヒーター部品について



ご使用の前に

＜製品概要＞
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昇温特性にすぐれ、ＰＩＤ方式による温度管理が可能です。プレート周囲が熱くなりにくい
構造です。

＜各部の名称とはたらき＞

■外観

■操作パネル部

FUNCMODE

COM

AL

OUT MEAS.

RDY

SET

 ＭＥＡＳ画面
    現在温度を表示します。また
　　各種設定画面の記号も表示します。

 ＯＵＴランプ
    ヒータへの通電時に点灯します。

 ＡＬランプ
    機械的なトラブルが発生
    したときに点灯します。

 
   　

 ＲＤＹランプ
    タイマ運転中は点滅します。

ＳＥＴ画面
　設定温度を表示します。
　また各種設定数値も表示します。

ＦＵＮＣスイッチ
　 タイマー及び
　 オートチューニングの
　 開始/停止に使用します。

設定スイッチ
　 ＳＥＴ画面の設定に
　 使用します。

電源スイッチ

ＭＯＤＥスイッチ
　 各モードの切り換え時に
　 使用します。

POWER

ON

OFF

電源スイッチ

プレート

本体

操作パネル

アース端子

本体背面

ヒューズ

電源コード

FUSE

アース 10A



＜操作方法＞

◆運転準備

容器の選定について
装置の温度設定値を考慮して、容器の耐熱性能や容量をご検討ください。

電源スイッチが「ＯＦＦ」位置になっていることを確認して、電源プラグを三芯接地付きコンセン
トに接続してください。

次頁へ続く

汚れ防止目的のため、プレート表面や本体をアルミ箔などで覆わないでください。放熱

が妨げられて、異常加熱による故障の原因になります。

前述の「安全上のご注意」、「設置組立時のお願い」をよくお読みになり、それらの条件を満た
すところに設置してください。
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◆操作方法

・運転中や運転直後は、高温になる部分があります。プレートなど、
本製品の外郭に手を触れないでください。

・試料が急激に沸とうすることがあります。

特記事項

火傷を負わないようご注意ください。

使いかた

●周囲温度や熱伝導の影響により、設定温度とプレート部の温度に差異が生じるこ

とがあります。正確な温度コントロールが必要な場合は、プレートに載せた加熱

物の温度を測定しながら、操作パネルで微調整を行ってください。
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■操作フロー

　電源を入れる

現在温度を表示

設定温度を表示

運転画面

●　　　スイッチ操作による画面の切り替わりを表しています。MODE

を押す を２秒以上長押しMODE MODE

を２秒以上長押しMODE

を押す

※パラメータ変更画面

を押すMODE

※運転選択画面

※初期設定は「０」

「０」ノーマル運転
「１」タイマー運転
「２」使用しません（使用不可）

を押すMODE

※タイマー運転

　選択画面

※初期設定は「２」

「２」オートスタート運転
「５」オートストップ運転
「７」ＳＶスタート運転

を押すMODE

※タイマー時間設定画面

※初期設定は「０．００」

最大入力は９９．５９

を押すMODE

※タイマー残時間画面

を押す

※オートチューニング

　画面

※初期設定は「１」

※主制御比例値画面

※初期設定は「３」

※積分時間画面

※初期設定は「９０」

※微分時間画面

※初期設定は「０」

※比例周期設定画面

※初期設定は「２」

を押す

を押す

を押す

を押す

運転画面

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

※ＰＶ補正ゼロ点設定画面
測定値に誤差が生じた場合
補正値を設定ください（加算）
※初期設定は「０」
※入力範囲：-199～999

を押すMODE

「１」タイマー運転を選択

「０」ノーマル運転を選択

前頁より



■ノーマル運転の方法

１　設定温度の入力。

●　　　を押す。MODE

現在温度

設定温度

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を８０にしてください。

●　設定温度に到達後、その温度
　　を保持します。

温度（℃）

時間

設定温度 ８０℃

例）設定温度８０℃にて運転する場合。

２　運転方法の選択

３　運転開始

●　OUTランプが点灯（点滅）し、すぐに温調が開始されます。

運転選択画面

初期設定は「０」

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を０にしてください。

４　運転終了

●　電源スイッチを操作して電源を切ってください。

温度過昇防止機能について

・本製品は PV( 現在温度 )が SV( 設定温度 )+20℃以上になったときに
　ヒーター出力を停止 (運転停止 )し、操作パネルの AL ランプが
　点灯します。
　すぐに電源を OFF にし、異常がないか確認をしてください。
　復帰をする際には、温度が下がったことを確認の上、再度電源を
　投入してください。

10



１　設定温度の入力

●　　　を押す。MODE

現在温度

設定温度

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を８０にしてください。

●　　　を押す。MODE

●　　　を２回押す。MODE

●　設定時間を経過すると温調を
　　開始します。

温度（℃）

時間

設定温度 ８０℃

３時間７分

例）３時間７分後に８０℃にて
　　運転する場合。

現在温度

設定温度

２　運転方法の選択

４　設定時間の入力

運転選択画面

初期設定は「０」

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を３．０７にしてください。

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を１にしてください。

※タイマー時間設定画面

※初期設定は「０．００」

最大入力は９９．５９

●　　　を押す。MODE

３　タイマーの種類選択

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を２にしてください。

※タイマー運転選択画面

※初期設定は「２」

５　運転開始５　運転開始

●　RDYランプが点滅します。

●　設定時間（３時間７分後）にOUT
　　ランプが点灯（点滅）し温調を
　　開始します。

●　　　を押す。FUNC

６　運転終了

●　電源スイッチを操作して電源を切ってください。

■オートスタート運転の方法

11



■オートストップ運転の方法

１　設定温度の入力

●　　　を押す。MODE

現在温度

設定温度

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を８０にしてください。

●　　　を押す。MODE

●　　　を２回押す。MODE

現在温度

設定温度

２　運転方法の選択

４　設定時間の入力

運転選択画面

初期設定は「０」

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を３．０７にしてください。

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を１にしてください。

※タイマー時間設定画面

※初期設定は「０．００」

最大入力は９９．５９

●　　　を押す。MODE

３　タイマーの種類選択

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を５にしてください。

※タイマー運転選択画面

※初期設定は「２」

５　運転

●　タイマーカウント中に再度　　　を押す
　　と温調を停止し（タイマーもリセット）、
　　さらにもう一度　　 を押すと運転を開始します。

●　RDYランプが点灯します。

●　OUTランプが消灯し、温調を停止します。

●　　　を押すとRDYランプが点滅し、
　　タイマーカウントを開始します。

FUNC

FUNC

６　運転終了（設定時間後）

●　電源スイッチを操作して電源を切ってください。

●　設定時間を経過すると温調を
　　停止します。

温度（℃）

時間

設定温度 ８０℃

３時間７分

例）８０℃で温調を開始、３時間７分後に
　　温調を停止する。

※この状態で再度　　　を押すと最初（タイマーカウント）から運転が開始されます。

FUNC

FUNC
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■ＳＶスタート運転の方法

１　設定温度の入力

●　　　を押す。MODE

現在温度

設定温度

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を８０にしてください。

●　　　を押す。MODE

●　　　を２回押す。MODE

現在温度

設定温度

２　運転方法の選択

４　設定時間の入力

運転選択画面

初期設定は「０」

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を３．０７にしてください。

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を１にしてください。

※タイマー時間設定画面

※初期設定は「０．００」

最大入力は９９．５９

●　　　を押す。MODE

３　タイマーの種類選択

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を７にしてください。

※タイマー運転選択画面

※初期設定は「２」

●　RDYランプが点灯します。

●　OUTランプが消灯し、温調を停止します。

FUNC

６　運転終了（設定時間後）

●　電源スイッチを操作して電源を切ってください。

●　設定温度に到達するとタイマーの
　　カウントを開始し、設定時間にな
　　ると温調を停止します。

温度（℃）

時間

設定温度 ８０℃

３時間７分

例）８０℃で３時間７分間温調する。

※この状態で再度　　　を押すと最初（温調及び、タイマーカウント）から運転が

　開始されます。ただし、現在温度が設定温度より高い場合は正常に動作しない事が

　あります。ご注意ください。

５　運転

●　設定温度に達するとタイマーカウントが
　　開始されRDYランプが点滅します。
●　タイマーカウント中に　　　を押す
　　と温調を停止し（タイマーもリセット）、
　　さらにもう一度　　 を押すと温調を開始し、設定温度到達後タイマーカウント
　　が開始されます。

FUNC

FUNC
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■オートチューニングについて

１　設定温度の入力

●　　　を２秒以上長押し。MODE

現在温度

設定温度

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を５０にしてください。

●　　　を押す。MODE

現在温度

設定温度

３　チューニング種類画面

２　パラメータ変更画面

運転選択画面

初期設定は「１」

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を１にしてください。

４　オートチューニング

５　オートチューニング終了

●　OUTランプが点灯（消灯）し、ＳＥＴ画面に設定温度と　　　が交互に
　　表示されます。

●　しばらくすると最初の運転画面に戻り
　　、そのまま温度調節を行います。

●　　　を押す。FUNC

FUNC

●　この製品の温度制御はＰＩＤ制御を使用しています。その温度制御を行う
　　ＰＩＤ定数は制御対象の特性、設定温度により変化致します。
　　従って、工場出荷時のＰＩＤ定数では条件によって制御が乱れる場合があります。
　　（特に８０℃以下）その場合は使用条件に合った定数を再設定する必要があります
　　が、本器はそれをオートチューニング機能で自動的に再設定する事が可能です。

　例）５０℃設定でオートチューニングを行う。

※この状態で再度　　　を押すとオートチューニングが中断されます。

交互に表示

　パラメータ変更画面
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■ＰＶ補正ゼロ点設定について

●　測定値に誤差が生じた場合、補正値を設定ください。（加算）

   「ＰＶ補正ゼロ点設定」の設定値分だけ入力補正されます。
    補正値を1℃とすると、補正前の現在値が80℃のとき、補正後の温度は
　　81℃となります。
　　

例）測定温度８０℃の時、センサーを
　　　１℃補正します。

現在温度

設定温度

２　運転画面

現在温度

設定温度

●　運転画面に戻ります。
　　現在値は補正前に比べて１℃大きい値に
　　なります。

１　操作方法

ＰＶ補正ゼロ点設定画面

初期設定は「０」

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を１にしてください。

●　　　を１回押す。MODE

測定温度（℃）

時間

補正値

補正前

補正後

80℃
81℃

MODE●　　　キーを数回押し、ＰＶ補正ゼロ点設定画面にします。
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◆パラメータ変更

　電源を入れる

現在温度を表示

設定温度を表示

を２秒以上長押しMODE

運転画面

お願い

　　　　出荷時のパラメータ（初期設定）はむやみに変更しないでください。
　　　　変更によって不具合が生じた時には初期設定値に戻して再度テストしてください。

※パラメータ変更画面

※オートチューニング
　画面

※初期設定は「１」

※主制御比例値画面

※初期設定は「３.０」

※積分時間画面

※初期設定は「９０」

※微分時間画面

※初期設定は「０」

※比例周期設定画面

※初期設定は「２」

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

●　　　　　キ－を押してＳＥＴ
　 画面を「２」にしてください。

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す
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お手入れと修理点検

＜お手入れ・メンテナンス＞

お手入れの際は、電源スイッチを切って、電源プラグをコン
セントから抜いてください。また、使用直後は、高温になる
部分があります。清掃、お手入れは、温度が常温に戻った後
に行ってください。

火災・感電・火傷の原因になります。

本製品の清掃方法について説明します。

●拭き取りは､水を硬く絞った柔らかい布で拭いてください。また、取れにくい汚れは中性洗剤を使
用し、乾いた布で拭き取ってください。

●外装や内部に直接水をかけたり、異物を入れたりしないよう注意してください。また、クレンザー
（磨き粉）、シンナー、石油、灯油、酸、アルカリ性洗浄剤、およびこれに類するものは、絶対に
使用しないでください。

＜修理点検＞

修理作業者の健康を守るため、本製品や部品を修理依頼さ
れる際、下記①、②項に該当する場合は、必ず適切な除染を
行っていただき、安全に作業できる状態で修理をご依頼い
ただきますようお願いします。

適切な除染処置がされない場合には、修理をお断りさせていた
だきますことをあらかじめご了承ください。

① 本製品や部品の一部が感染性のある危険な物質や放射性物質に
さらされたとき

② 本製品や部品の一部へ血液その他化学薬品が何らかの形でたま
り、人体に危険と判断されるとき

17



＜トラブルの原因と対処＞
正しく動作しないときは、下記を参考に対処してください。
それでも復帰しないときは、販売店、または修理窓口へ連絡してください。

困ったとき

トラブル 　　　　原　　因 　　　　対　策

設定温度で安定
しない

運転ができない 1)運転選択をやり直してください。
2)設定温度、運転選択、時間設定
　を確認してください。
 ※「◆操作方法」を参照してください。

電源が入らない 1)ヒューズが溶断している

2)電気が来ていない

1)ヒューズホルダーの蓋を外して
  内部ヒユーズを交換してください。
　ﾋｭｰｽﾞ仕様「AC125V 10A φ6.4x30L」
2)元電源、コンセントの抜けを
　確認してください。

ALランプが点灯する 1)プレートの温度が設定値より
　２０℃以上上昇している

1)電源を切り温度を下げてから再度
　電源を投入してください。
　同様のトラブルが続いて発生す
　る場合は、販売店もしくは、弊社
　修理窓口までご連絡をお願いします。

1)電源を再投入後、エラー表示する
　場合には、修理が必要となります。
　修理窓口までご連絡をお願いします。

又は

が表示される

1)温度調節計の故障

1)試料をセットしすぎている

2)PID定数が不適切

1)誤った運転選択をしている

2)誤った操作をしている

1)間隔をあけてセットしてください。
2)オートチューニングを行ってくださ
い。

又は

が表示される 1)オートチューニングエラー時
　に表示されます。

1)いずれかのキーを押すと復帰します。
　再度エラーが発生する場合には、
　弊社修理窓口までご連絡をお願い
　します。

■停電時の復旧について

停電などが原因で電源が落ちた場合は、運転を停止します。その後、停電復旧と同時に操作パネ
ルが点灯して運転が再開※されます。ただし、タイマーカウント中に電源が落ちた場合は、カウン
ト数がリセットされます。※オートスタート運転を行っているときのみ、運転再開時は「ＦＵＮＣスイッ

チ」を押してください。

安全のため、停電発生時は電源を切って、復旧に備えていただくことをお勧めします。電源を切っ
たときは、停電復旧後に設定操作を行って、再稼働してください。

落雷などで停電したときは、過電圧等が内部の制御基板に印加されて、故障する場合があります。
停電復旧後、正常に動作しないときは、販売店、または修理窓口へ連絡してください。
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品　　　番

型　　　番

制御可能温度範囲 室温＋50 ～ 300℃

制御方式 SSR による電圧出力

制御動作 オートチューニング付き PID 制御

設定温度範囲 0～ 300℃

使用周囲温度 0～ 35℃

使用周囲湿度 35～85%RH(結露しないこと）

温度センサー K熱電対

EC-1200N

消費電力 1kW MAX( 抵抗負荷）

ヒューズ AC125V　10A　φ6.4x30L

プレート材質 アルミニウム (A5052)

1-4115-11

製品の仕様は、改良・改善のために予告なく変更する場合があります。
あらかじめご了承願います。

製品仕様と保証について

＜製品仕様＞

電源電圧定格  AC100V 50/60Hz 

電源電圧許容範囲  電源電圧の 90 ～ 110%

外寸法（mm） 幅 450ｘ奥行 350ｘ高さ 133

電源入力方法 3P・アースピン付き

＜廃棄方法＞

温度指示精度
（周囲温度 23℃±10℃)

指示値の±(0.3%＋1digit)
または±2℃のどちらか大きい方

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」や各地域の市町村が定める方法に従って廃棄してください。

廃棄時に注意が必要な物質について（代表例）

　・アスベスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不使用

　・ＲＣＦ（リフラクトリーセラミックファイバー）　　不使用

　・フロン類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不使用　

　・鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不使用（1,000ppm以下）

　・ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）　　　　　　　　　　不使用（1,000ppm以下）

　・水銀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不使用（1,000ppm以下）　

　・カドミウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不使用（100ppm以下）　

　・六価クロム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不使用（1,000ppm以下）　

　・ＰＢＢ（ポリ臭化ビフェニル）　　　　　　　　　　不使用（1,000ppm以下）　

　・ＰＢＤＥ（ポリ臭化ジフェニルエーテル）　　　　　不使用（1,000ppm以下）



＜製品保証＞
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品         名

住         所

お  客  様

ご  住  所

型         式

機         番

保 証 期 間

お買い上げ日

取り扱い店名

ＥＣホットプレート

お買い上げ日より 1年間

様

担当者印

TEL:

TEL:

年　　　月　　　日

EC-1200N
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